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　館 報 湯  涌 第150号
平成30年9月

第60回 湯涌校下社会体育大会

（ 1 ）　第150号	 館　報　ゆ　わ　く	 平成30年９月15日

太鼓演奏

応援合戦（赤） 選手宣誓 応援合戦（白）

湯涌公民館 湯涌小学校
芝原中学校 湯涌保育園

スポーツフェスティバルの変化� 湯涌公民館・体育部長　上梨　浩司
　今回学校側から今まで通り町会での団分けは難しいとの事でしたので、公民館側も町会で分けるのはやめ、
みんなで色々案を出し合った結果、県道10号線で左右に川団と山団に分ける事となりました。上手く行く
かどうかははっきり言って分かりませんでしたが次回に繋げるためにもやってみようと皆さんで相談して決
め、当日となりました。
　学校競技は赤団・白団、公民館競技は川団・山団となった為、少し困惑された方もいましたが、1回目に
しては上手くいったと思います！
　今後も変化に対応し、色々改善してスポーツフェスティバルを進化させていきたいと思います。

第17回

平成30年 5月27日日
会場：湯涌小・芝原中運動場

　合同スポーツフェスティバル



 合同スポーツフェスティバル　

　 氷室開き

公民館交流事業

平成30年９月15日	 館　報　ゆ　わ　く	   第150号　（ 2 ）

飛脚「氷室氷」運搬　湯涌〜金沢駅鼓門

向粟崎公民館との交流
海水浴＆地引網

午前の部　9:00 〜
	1	〈小〉	開会式

開会宣言　（小学生）
開会の言葉（学校長・公民館長・児童代表）
注意事項　（小学生）
選手宣誓　（中学生団長・一般代表）
準備運動　（小学生）

	2	〈小〉	若い力
	3	〈公〉	はらまきリレー
	4	〈小・中・保〉	ゴールへまっしぐら!
	5	〈保〉	ドラえもん（遊戯）
	6	〈中〉	パートナーを探せ!!（借人競争）
	7	〈保〉	むしさんのぼうけん（親子競技）
	8	〈公〉	大綱引き
	9	〈保〉	マイムマイム
	 	 　　	（親子フォークダンス）
10	〈小〉	湯涌っ子リレー（小学校リレー）
11	〈公〉	玉入れ
12	〈公〉	宝探し
13	〈中〉	ゴールをめざせ（中学校リレー）
14	〈公〉	太鼓演奏
	 	 　　	（湯涌ちびっこどこどん鼓真）

昼　　食 11:45 〜 12:35

応援練習 12:35 〜 12:55

午後の部　
15	〈中〉	応援合戦
16	〈公〉	湯涌念仏踊り
17	〈公〉	水くみリレー
18	〈小〉	台風の目
19	〈公〉	大玉・小玉リレー
20	〈中〉	一触即発大逆転（選抜リレー）
21	〈公〉	お楽しみ抽選会
22	〈中〉	閉会式

競技・応援合戦成績発表（生徒会）
表彰（学校長）
全体講評（視聴覚広報部長）
閉会の言葉（生徒会長・育友会長）
閉会宣言（体育部長）

プ ロ グ ラ ム

平成30年 7月22日日
会場：内灘 権現森海岸

平成30年 6月30日土
会場：玉泉湖 氷室小屋周辺



（ 3 ）　第150号	 館　報　ゆ　わ　く	 平成30年９月15日
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項　　　　目 平成29年度決算額 平成30年度予算額

歳		

入		

の		

部

人 件 費 委 託 料 5,017,000 5,168,000
管 理 費 委 託 料 1,372,000 1,357,000
事 業 費 委 託 料 2,097,000 2,034,000
委 託 事 業 費 250,000 250,000
市 補 助 0 0
町 会 助 成 金 1,900,000 1,900,000
団 体 負 担 金 400,000 400,000
寄 付 金 100,000 100,000
事 業 収 入 649,250 678,000
雑 収 入 182,864 230,000
繰 入 金 0 0
繰 越 金 190,613 207,000
歳 入 合 計 12,158,727 12,324,000

歳		

出		

の		

部

人 件 費 6,670,345 6,874,000
管 理 費 1,905,813 1,922,000
少 年 直 接 事 業 費 187,267 121,000
少 年 団 体 助 成 費 170,000 170,000
青 年 団 体 助 成 費 30,000 30,000
婦 人 直 接 事 業 費 181,706 190,000
婦 人 団 体 助 成 費 50,000 50,000
成 人 直 接 事 業 費 441,421 450,000
成 人 団 体 助 成 費 100,000 100,000
子 ど も 和 太 鼓 教 室 436,430 482,000
高 齢 者 団 体 助 成 費 20,000 20,000
体育レクリエーション直接事業費 206,043 228,000
体育レクリエーション団体助成費 20,000 20,000
視 聴 覚 費 34,639 35,000
文 化 祭 費 282,958 290,000
広 報 活 動 費 329,400 330,000
成 人 式 費 232,525 230,000
敬 老 会 費 50,000 50,000
社 会 体 育 大 会 費 282,864 330,000
役 職 員 研 修 費 319,676 365,000
事 業 費 計 3,374,929 3,491,000
予 備 費 0 37,000
歳 出 合 計 11,951,087 12,324,000

（単位：円）

平成29年度決算報告書/平成30年度予算書
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お知らせ

すいか割り

公民館交流事業

第41回 

文化祭のお知らせ
10月21日日
８：50 〜

皆さんの力作をお待ちしています。
問合せ ☎235−1852

作品展示募
集！



第７回 湯涌校下盆踊り

青葉の湯涌お楽しみ市

バス研修旅行 　湯涌校下長寿会　 温泉旅行 　

平成30年９月15日	 館　報　ゆ　わ　く	   第150号　（ 4 ）

主催　湯涌青年団

平成30年 8月9日�〜10日金平成30年 5月24日�

平成30年 8月15日水
会場：改善センター

平成30年 5月20日日
会場：湯涌温泉街通り

白山市立千代女の里俳句館見学 場所：柴山温泉



人権ネットワーク研修会

百万石まつり　子ども提灯太鼓行列

（ 5 ）　第150号	 館　報　ゆ　わ　く	 平成30年９月15日

お皿の染付け教室
　　

城東ブロック公民館

湯涌少年連盟 平成30年 6月1日金

平成30年 8月24日金
会場：浦崎公民館

～「LGBT」(性的少数者）について～



城東ブロックスポーツ交流会

キャンプ＆海水浴  夏のお楽しみ会  　　　　　　

百万石踊り流し

平成30年９月15日	 館　報　ゆ　わ　く	   第150号　（ 6 ）

グラウンドゴルフ
ソフトボール

金沢市地域おこし協力隊
活動報告

黒瀬　博之
～湯涌クラフトビール完成～
　湯涌に移り住み、早いもので２年が

経とうとしています。２年目の今年は大麦とホップの
栽培を中心に行いました。冬場の豪雪や夏場の日照り
等厳しい気象条件が重なりましたが、昨年同様今年も
収穫を得ることができ、この９月にそれらを原料に湯
涌オリジナルビールが完成しました。
　農作業から始まりビール醸造、販売に至るまで多く
の方々にご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
また初心に返り、この町が地域の方々や訪れる人々の
よりどころとなるよう活動に取り組んでいきたいと思
います。これまで同様ご支援・ご協力を宜しくお願い
致します。

湯涌少年連盟

校下婦人会

　　　　　第４位：出口　愛子（田子島町）
　　　　　　飛賞：元山　春子（芝原町）
ホールインワン賞：谷口なと美(板ヶ谷町）

平成30年 6月2日土
会場：香林坊・片町周辺

平成30年 6月10日日
会場：内川スポーツ広場

平成30年 8月4日土〜 5日日
場所：大島キャンプ場



第32回　湯涌伝承虫送り

（ 7 ）　第150号	 館　報　ゆ　わ　く	 平成30年９月15日

湯涌温泉観光協会協賛

湯涌念仏踊り 提灯行列 湯涌念仏踊り

燃え盛る松明

湯涌保育園

模擬店

松明点火

ちびっこどこどん鼓真

金沢百萬石太鼓

利き酒

利きジュース ビンゴ大会

●プログラム

18：00〜 温泉街にてデモンストレーション演奏

18：30〜 ふれ太鼓（模擬店OPEN！）
開会式

18：50〜 太鼓演奏　湯涌ちびっこどこどん鼓真

19：10〜 湯涌念仏踊り

19：20〜 虫送り由来
松明行列・園児おみこし　伝承宣言　

19：30〜

大松明点火　
太鼓演奏
　金沢百萬石太鼓　中高生和太鼓
　飛び入り参加虫送り太鼓

20：10〜 利き酒・利きジュース大会

20：40〜 豪華景品が当たる！
わくわくBINGO大会

20：50〜 閉会式

利き酒・利きジュース大会

飛び入り参加虫送り太鼓

模擬店

中高生和太鼓

模擬店観賞風景

平成30年 7月28日土
会場：改善センター



湯涌校下防災訓練

花咲く湯涌 まるごとフェスタ「春まつり」　

川遊び　 

平成30年９月15日	 館　報　ゆ　わ　く	   第150号　（ 8 ）

稲
穂
も
垂
れ
秋
の
気
配
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
館
報「
湯
涌
」は
今
回
の
発
刊
で
第
150
号
の

記
念
す
べ
き
も
の
と
な
り
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物

と
感
謝
致
し
ま
す
。
顧
み
ま
す
と
昭
和
26
年
11

月
湯
涌
谷
村
公
民
館
報
と
し
て
第
１
号
が
発
刊

さ
れ
て
以
来
、
平
成
８
年
12
月
第
100
号
の
記
念
報

が
発
刊
さ
れ
年
度
に
３
回
程
発
刊
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
平
成
15
年
の
９
月
第
120
号
か
ら
年
度
２

回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
校
下
変
遷
の
主
な

も
の
は
平
成
元
年
８
月
県
道
10
号
東
荒
屋
─
東
市

瀬（
湯
涌
街
道
大
橋
）の
開
通
が
あ
り
、
平
成
３
年

学
校
新
校
舎
完
成
に
よ
り
９
月
２
日
新
校
舎
入
校

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年
10
月
に
現
駐
在

所
の
完
成
及
び
湯
涌
朝
市
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
懐
か
し
い
で
す
ね
。
今
年
も
２
回
の
発
刊
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
親
し
み
あ

る
も
の
に
す
べ
く
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

視
聴
覚
・
広
報
部�

平成30年 6月24日日
会場：校下全町会 本部 湯涌公民館

平成30年 8月26日日
会場：改善センター・浅野川

一時避難場所訓練

救護訓練（AED） 救護訓練（簡易担架）

救護訓練

本部 安否確認訓練

自主防災と心構え� 湯涌校下自主防災組織　宇野　謙二
　災害は忘れたころにやってくる。異常気象と言われる近頃は、忘れる前にやってきて、これまでとは比べ物にならないほど想定外
と言われる災害が起きている。
　当地区の場合、地震による土砂崩れや家屋の倒壊、台風大雨による土砂災害と河川の氾濫等が想定されるが、全国各自治体は災害
発生の兆候が見られたとき、避難準備情報、避難勧告、最終的には避難指示をこれまでより早めに発令し、避難を促す方向にある。
　これは避難が遅れたり、避難しないで被災することのリスクを少しでも少なくする考え方にシフトしているからです。
　今後は、自主防災の観点からすると自治体からこれらの発令が出た場合、まだ大丈夫だろうではなく速やかに拠点避難所（学校体育

館）等へ避難する勇気と心構えを持っておくことが必要で、このほかにも緊急情報を住民に伝えるための情報伝達が非常に大切である。
　各町会が責任をもって緊急連絡体制網を確立させておくことが急務と感じています。
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　 バーベキュー大会

平成30年 5月20日日
会場：みどりの里周辺

花咲く湯涌・まちづくり
ネットワーク推進プロジェクト
夢二の歩いた道散策


